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ウェブサイト等
TSCP（東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクト）http://www.tscp.u-tokyo.ac.jp/
TSCP学生委員会（UTokyo Sustainability）https://utsustainability.wixsite.com/utsustainability

（　　　　　　）
奨励金額 なし 円

計

参加するための

費用
※

内　訳（1名当たり） その他
※

特記事項は以下に記載

交通費 実費 TSCPでの日常活動：費用なし

宿泊費

（ 食費 ）

目 的
TSCP学生委員会の活動に参加し、職員や学生委員会のメンバーとともに、東京大学におけるサステイ
ナブルキャンパス実現へ向けた取り組みを行う。参加者はこのプログラムを通して、キャンパスを舞台に
サステイナブルな社会づくりについて学ぶ機会を得ることができる。

具体的な内容
（８００字程度）

【TSCP（東大サステイナブルキャンパスプロジェクト）とは】
「東大サステイナブルキャンパスプロジェクト（TSCP）」とは、大学キャンパスからサステイナブルな社会
のモデルを示していくことを目的に、キャンパスの低炭素化を最優先課題に取り組んでいるプロジェクト
である。2008年に総長直轄組織TSCP室として始まり、現在は施設部内に移行しTSCPチームとして取り
組んでいる。2015年からはTSCP学生委員会が発足し、TSCPチームと連携し、学生の視点からサステイ
ナブルキャンパス実現へ向けて活動している。

【プログラム内容】
本プログラムでは、TSCP学生委員会の活動に参加してサステイナブルキャンパス活動を体験する。具
体的には、TSCP学生委員会が今年度予定している、以下に挙げる活動の中で、興味のあるものに取り
組む。
●キャンパスの低炭素化
学生委員会では、学生の視点からキャンパスの低炭素化/へ向けて取り組んでいる。
1)  TSCPチームが持つ大学の消費電力のデータを分析し、キャンパスの省エネのための提言を行う。
2)  「SHUT the SASH」（未使用時のドラフトチャンバーのサッシュを閉めることで、ムダな排気を防ぎ、電
力を削減する取り組み）をコンペの実施やポスター掲示により全学的に普及啓発する。
3) 大学キャンパスの電力削減に関して、学生参加型のイベントを開催し、学生の意見を取り入れるとと
もに現在の大学の省エネ施策を発信する。
●学生に向けたSDGsの普及
サステイナブルキャンパス実現には学生の持続可能な社会への意識が不可欠だと考え、SDGsの普及
を軸にした意識啓発に取り組んでいる。
1) 昨年実施した「東大生SDGs意識調査2018」の結果を分析し、報告書にまとめる。
2) SDGsの取り上げる17個の課題を、大学キャンパスをフィールドにして考えるイベントを開催する。
●イベントでの活動発表
大学や学生委員会の取り組みを社会へ向けて発信し、フィードバックを得ることを目的に、外部発表も
行っている。
1) 日本最大級の環境展示会・エコプロ2019に参加し、活動内容を発信する。
2) CAS-Net JAPAN 2019年次大会に参加して活動内容を発表する。
3) 他大学を訪問し、その大学における環境への取り組みについて伺い、学生や職員と意見交換を行う。
※プログラム参加者に興味のあるテーマが別にあった場合、対応できる範囲内であれば、その取り組み
を行うことも可能。

備 考

・活動日時は特に決まっていないので、その都度調整・相談しながら、勉学等を優先し合間に活動して下
さい。
・始めの活動説明は、活動開始日に参加者全員集合が難しいことも予想される為、個々人と相談のうえ
都合の良い日に施設企画課TSCPチームまで来ていただきます。

活 動 期 間
2019年7月 翌年3月

主な活動場所 本部棟9階施設部 他
約　9 ヶ月　間

1　～　20 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等 学部学生

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

最 終 更 新 日 ： 2019 年 6 月 26 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

TSCP学生委員会による本学低炭素キャンパス活動

団 体 名 等 東京大学ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙｷｬﾝﾊﾟｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（TSCPチーム）


